
文 法 一 一 活 用 語

田 村 す 穿 子

私 がアイ ヌ語の文法を研 究 してい ると言 うと,「 へ え,ア イ ヌ語に も文法

なんてあるんです かP」 とび っくりなさるか たが あ ります が,お よそ人間の

言語 と名 のつ くものはすべ て文法 を持 っています 。ホ ッテ ン トッ ト語であ

ろ うと,エ スキモー語 であろ うと,英 語や フ ランス語 であ ろ うと,日 本 語

で あろ うと,み なそれ ぞれの文法 があ ります。 では,文 法 とは一体何 で し

ょうか。

言 語にはい ろい ろな面の構造が あ ります。 た とえば 「き ょうは暑 いです

ね。」 と言 った場 合,話 し手の肺が何かの働 きを し,声 門も動 き,あ ごや舌や

唇 な ども動 きます。そ うして発せ られたオ トが空気 を伝わ って 聞き手の耳

にはい ります。 こ うい った言語のオ トの面に も,構 造が あ ります。「暑い」

とい うことばには,a,ts,u,iな ど の音が含 まれ てお り,tsとuと は 「ツ」

とい う一つ の音節 を作 っています 。 また,「 暑いゴ と 「厚い」 とを比べ る

と,「 アクセ ン ト」のちがいが見られ ます。これ らはすべ て,オ トの面の構

造の 問題 です。次に,「 き ょうは 暑いですね。」 「き ょうは涼 しいですね。」

「き ょうは寒いですね
。」な どを比較 してみる と,「 暑 い」 「涼 しい」「寒 い」

とい う語の間 には,意 味の関係が認 められ ます。 「暑い」 の反対は 「寒 い」

であ るとか 「涼 しい」であ るとか言われ ます。 こ うい った,こ とば の意 味

も,構 造 を持 っています。 ところで,も う一つの面の構造が あ ります 。「き

ょうは暑いですね。」 「きょうは寒いですね。」 と言えます し,「 き ょうは雨

です ね。」とも,「 き ょうは暖かですね。」.とも言 えます が,「 き ょうは晴 れ る

です ね。」「き ょうは雨 が降 ってい るですね。」 な どとは言 えませ ん。 つ ま

り 「、,.です(ね)」 の前 に,「 暑い」「寒 い」「雨J「 暖かJな どははいる こと
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ができるけれ ども,「 晴れ る」 「雨 が降 ってい る」な どははい ることがで き

ない,と い うきま った 習慣 が,現 代 日本語 東京方言 にはあ ります。 また,

「とて も暑い」 「とて も寒い」 は言えます が,「 とて も雨」 「とて も晴れ る」

などは言え ません。つま り,「 とて も」 のあ とに 「暑 い」 「寒いJな どはは

いることがで きるが 「雨」「晴 れ る」な どははいる ことができない,と い う

規則性があ ります。また 「本 を買 った」「本 を見 た」 「本 を読んだ」 と言え

ますが 「本 を大 きい」「本 を厚 い」「本 をあるJな どとは言えません。つ ま

り,「本 を」 のあ とに,「 買 った」 「見た」 「読ん だ」 などははい ることがで

きるけれ ども,「 大 きい」 「厚 い」 「あ る」な どははいる ことができない,と

い う規則性が あ ります。 このよ うな,文 を構成す る語 と語の結びつ きの規

則性 を 「文法」 とい うの です。

〔1〕 日本語教育における文法の意義

では 日本語を学習者に教える場合には,「文法Jを どうとり扱ったらよい

でしょうか。よく,「文法を教えても意味がない。 日本語が機械的に使 える

ように ドリルー訓練一をすれぱよいのだ。」 と言 う人があ ります。これは,

「文法」 とい うことばを ごく狭い意味に使 っているのです。 日本語が 機械

的に使えるように ドリルをすることは大切なことですが,そ の場合に,発

音や意味だけ教えればいいとい うわけではな く,や は り文法を教える必要

があります。もちろんこれは,「コ,キ,ク ル,ク ル,ク レ,コ イ」などの活

用形を教えた り,「動詞 とは何ぞや」「中止法とは」 といったような定義を

教えた り,「セル ・サセル,レ ル ・ラレル,ナ イ ・ヌ ・ン,ウ ・ヨウ…」な

どを丸暗記させた りすることではありません。そんな理論は教えても何に

もなりません。しかし,「暑いですね」「雨ですね」 と言 うけれども 「晴れ

るですね」と言わないで 「晴れますね」と言 う,と いうような,語 の結び

つきの規則性は,学 習者に しっか りと身につけさせなければな りません。

原則1「 理論や学説を教えるのではなく,日 本語そのものを教える」

ということが大切です。 しかし,日 本語そのものを教えるといっても,た
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だめちゃくちゃに会話の練習をしていればいいというわけではな く・短時

問に効果的に教えるためには,文 法に基づいた体系的な指導が必要です。

これは現場の教師 よりも,テ キス ト編纂者に注文するべきことかもしれま

せん。 しかし,私 たち 教師が そうい うテキス トを使って教える場合にも,

そのテキス トの体系を理解 して,そ れに従って教えることが必要です。た

とえば 木村先生の ・「入門期の教材 と扱い方」の中で お話があったように,

あるテキス トでは 「_を ください」と 「…してください」 とを同じ課で扱

い,他 のテキス トでは別の課で扱 っています。別々に教えるように編まれ

たテキス トを使 うなら,「…してくださいJを 教えるときに,ま だ教えてな

い 「…をくださいJを いっしょに教えて しまう必要はないし,もちろん 「く

ださい」は 「くださる」の命令形だとか,「 くださる」の 活用は ふつ うの

動詞 とちょっとちがう点がある,等 々にふれることは,ま った くよけいな

ことでしょう。また,い っしょに教えるように編まれたテキス トを使 う揚

合にも,「 ・.,をください」 があるからといって,「 …をくれました」 とか

「あげる」とか 「やる」「もらう」「いただく」等 々 をついでに 教えてしま

う,と い うようなことは,よ くあ りません。ただ 「パ ン」の揚合には 「パ

ンをください」「窓をあける」の場合には 「窓をあけて ください」とい う・

ということを,練 習によって身につけさせればよいのです。

国文法の本の活用表を見ると,終 止形と連体形が区別 して書かれていま

す。先 日,中 学校の国語の先生方の集ま りで,あ る先生が・動詞や形容詞

の終止形 と連体形の区別を,中 学生に理解させるのが,非 常にむずか しい,

とい うことを言われ,ほ かの先生方も同感だと言ってお られました。私は

その先生方がお気の毒になりました。 日本人の中学生に教える場合は,何

かの理由でこうい うむだな苦労が必要なのかもしれませんが,外 国人に日

本語を教える場合には,こ んなことはまったく無意味です。学者の中にも,

終止形と連体形を 区別 しない人がたくさんいます。たとえ この 二つの活

用形を区別して立てるとしても,「書 く」とい う動詞は文末(終 止形)で も

「書 く」だし,「 とき」「人」などの前(連 体形)で も 「書 く」で,同 じ形が
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用 いられ る,と い うこ とは確かです。そ うい うことだけを教えれ ばいいの

です。

国文 法の理論 を教 えるのではない,と 申しま したが,だ か らとい って,日

本語の文法 を外 国語 によって説 明 して よい とい うわ けで は決 してあ りませ

ん。

原則2「 目本語は 日本語 自体の構造 を持 っている」

とい うこ とは,非 常に重要な ことです。 た とえば,「...で し ょう」 とい う表

現 があ ります。 「で し ょう」は,「 あの人 はあ した銀座 へ行 くで しょう。」の

よ うに 「行 く」 のあ とにも,「 あの人はきの う銀座 へ行 ったで しょう。」の

よ うに 「行 った」 のあ とに もつ きます。 ところが,「行 くで しょうJの 「で

しょう」 はwi11で,「 行 ったで しょう」 の 「で し ょう」はprobablyだ か

ら,こ の二つの 「で しょう」は別の ことば だ,と 言 った人 があ ります。この

人 は,日 本語 の二つ の 「で しょう」 を比べてい るのでは な くて,英 語の二

つ の訳語(こ の訳語の 当否は ともか くとして)を 比べてい るのです。英語を

離れて 日本語 だけを見れば,「 行 くで しょ う」の 「で しょう」 と 「行 った

で しょう」 の 「で しょう」 とは 同 じです。 目本語の文法 を 日本語 自体の文

法 としてと らえなければ,正 しい 日本語教育はで きません。

原則3「 現代語は現代語 自体 の構造 を持 って いる」

とい うことも大切 な ことです。 たとえば,国 文塗の本 を見 ると,助 動詞の

と ころ(本 に よっては動詞の派生の ところ)に,「 れ る ・られ る」 とい うの

が 出ています(飲 まれ る,食 べ られるな ど)。 そ の用法の一つに,「 可能」と

い うのが書 いてあ ります。一方動詞の ところに 「可能動詞」 として,「飲 め

る」「書 ける」 「話せ る」 等 々が 出てい ます。 そ こである人が,「 食べられ

る」(caneat)と い っ しょに教 えるべ きもの は 「飲 まれ る」(can'drink)

で あ って,「 飲め る」は文法 としてではな く,語 彙 として とり扱 うべ きで あ

る・とい うことを言い ま した。 またそ うい う教育 を受 けて来た学生に,「 飲

まれる」「話 され る」等が 正 しくて,「 飲 める」「話せ る」な どは 文法 に合

わないの じゃないか と言われて閉 口したこと もあ ります。 しか し,昔,文 語
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のいわゆる 「る」と 「らる」が並行 して使われたとしても,文 語か ら離れ

て現代口語だけを見るならば,「おなかをこわしているから,ごはん も食べ

られないし,お酒 も飲めない。」のように用いられるのですか ら,「食ぺる」

一 「食べられる」 に対して 「飲む」一 「飲める
」をとりあげなければな

りません。もっとも,「お酒 も飲まれないJの ような 言い方もないわけで

はあ りませんから,こ れをまちがいだとしてしま うことはできませんが。

なお,こ のごろ若い人たちのことばを聞いていると,「食べれる」「見れる」

のような言い方 も・ よく使われています。私自身はこうい う言い方をしま

せん し,聞 くとちょっとへんな感 じがします。そしてそ うい う人がかな り

多いようです。ですから,今 この形をふつ うの外国人に教えることは適 当

でないかもしれません。 しかし,仮にあと何年かあるいは何十年かたって,

大部分の人が 「食べられる」 「見 られる」ではな く 「食べれ る」「見れる」

を使 うよ うになったとしたら,そ の時には,こ れを教えなければな りませ

ん。ことばは時 とともに 変化しています。"昔 のことば=正 しいことば"

と考えるのはまちがいで,現 代語を教える揚合には現代語 自体の文法(つ

まり習慣)を 教えなければな りません。

〔II〕日本語文法のいろいろな学説

日本語(現 代東京方言)の 文法そのものは一つでも,そ れを記述するのに

はいろいろな方法があります。まず,目 本における伝統的な文法一 国文

法一 の本を見ると,日 本語が(漢字 と)かなで書き表わされ,そ のかなの

並び方によって記述が行なわれています。表1,2は その一つで,こ れは

ある中学校の国語の教科書(柳 田国男 ・成瀬正勝編 「新 しい国語」東京書

籍)の うしろについている表です。国文法にもいろいろな説があ り,こ ま

かい点でちが うところはあ りますが,大 まかなところは同 じです。活用語

においては,「未然形」「連用形」…「命令形」 とい うような 「活用形」を立

てています。 動詞を例に とれば,活用の種類を 「五段(ま たは四段)活 用」

「上一段活用
」「下一段活用」「力行変格活用」「サ行変格活用」の五つに分
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けています。 五段活用 の動詞,た とえば 「書 く」 の語幹は 「か」(書),語 尾

は 「こ」 「か」 「き」「く」「け」となって います。 これ に対 し,日 本語 を ロー

マ字表記(ま たは音 素表記)す ることに よって,か なでは表わせ ない点 も明

らか に しよ うとす る人が あ ります。BemardBlochは そ の一人で,表3は

み40∫ とい う雑誌にの った彼 の 日本語文法 の論文 の中の活用表です。 「書

く」 「書 け」は,か な書 きの国文法では上述の よ うに 「か」(書)(語 幹)と

「く」 「け」(語尾)に 分け られ,「 書こ う」 は 「か」(書)(語 幹)と 「こ」(語

尾)とrう 」(助 動詞)に 分 けられてい ますが,ロ ーマ字 で書V・たBbchや

そ のほかの人 々の記述 では,ふ つ う 「kak一」(語幹)と 「一u」「一e」「一〇〇」(語

尾)に 分け られています。 この種 の記述 も,一 通 りで はな く・人に よって

いろいろちがいます。表4,5は 私 が考 える動詞の活用表です。

ローマ字(音 素記号)に よって文 法を記述す る人 たちの中で,最 近tmns-

formatioΩ(展 成文法,変 形文法な どと訳 します)の 考え方が 出て来ま し

た。た とえば,「 太郎が花子をな ぐった。」 とい う文 と 「花子は太郎にな ぐ

られた。」 とい う文 は,無 関係 ではあ りませ ん。 この関係 に 目をつ けて・こ

れを文法の記述に使お うとい うのです。教 える揚合 にも,こ の考 え方は た

いそ う役 に立 ちます。

さて,こ の よ うに,同 じ現代語 の文法を記述す るのに,実 にい ろい ろな

ちが った学説が あ りますが,ど れが正 しいか,い ちば んいいか,と い うこ

とを,今 決 めることはで きません。 また決める必 要 もあ りませ ん。 さきほ

どの原則1に よ って 「書 く」「書 け」 「書 こ う」な どの,そ れぞれ の用法 を

しっか り教 えれば いいのです。「食べ る」 「書 く」の終止形,連 体形,あ る

いはIndicativeが 「食 べ る」「書 く」だ,と い うことよ りも,こ うい う場

合には 「食 べるJ「 書 く」が用い られ るのだ,と い うことを 教 えるこ とで

す。

原則4「 形 だけを教 えて も意味がない。用法を身につけ させ るよ うに」

とい うこ とも大切 なことです。
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〔III〕日本語教師が常識 として持つべき目本語文法の知識

1.品 詞

単語は,そ の用い られ方 に よってい くつか の種類(品 詞)に 分 け られます。

たとえば 「本 を買 った」「バナナを買 った」「うちを買 った」「本があ る」「バ

ナナがあ る」 「うちがあ る」の ように言 えるので,「本」「バナ ナ」「うち」は

同 じ種類の ことば だ と言 えます。また 「本 を買 った」 「本 を読 んだ」「本 を

借 りた」 などか ら,「 買 った」「読んだ」 「借 りた」 は同 じ種類 のこ とば だ

と言 えます。 この よ うに して,い くつか の品詞が立て られ ます。文 法書に

よ って多少 ちがい ますが,伝 統的な国文法 の本 を見 る と,大 体,表1に あ

る ような,十 ぐらいの 品詞が立て られて います。 この 中で よ く問題 に され

る ものの一つ が 「形容動詞」です。 「形 容動詞」 は 「形容詞」 の一種 だと

い う人 もあれば 「名詞」 と同様に 「体言 」の一種 だ とい う人 もあ ります。

しか し,い ずれ にせ よ,「 きれい」「しずか」 「りっぱ」 な どの ことばが,「大

きい」「かわいい」「お もしろい」な ど(形 容詞)と も,「 学生」 「本」「大学」

な ど(名 詞)と もちが う,と い うことは確かです。

2.文 の述部

ここで文 の述部をち ょっと見てみ ま しょう。デ ス ・マ ス体の文 の文 末に

は 「一 マス」「一 マセ ン」の類 と,「一 デス」「一 ア リマゼ ン」の類

とあ ります。 「一 マス」「一 マセ ン」 の類 のつ くものは 「動詞 」 と呼ば

れています。 「一 デス」「一 ア リマセ ン」 のつ くものの うちにはr一

イ デス」「一 クア リマセ ン」のもの と 「一 デ ス」「一 デハ(ま たは ジ

ャ)ア リマセ ン」の もの とあ ります。 「大 きい」「かわ いい」 「お もしろい」

な ど(形 容詞)は 前者 で,「 学生」「本」「大学」 な ど(名 詞)は 後者です,そ

して 「形容動詞Jと 言われる 「きれい」「しずか」「りっぱJな ども後者 で

す。 このよ うに,形 容動詞は形容詞 とは ちが ってお り,こ の点で は名詞 と

同 じです。 しか し一方,「 きれいな人」 と言いますが 「学 生の人」 と言い

ます。「とて もかわいい」「とてもきれ い」 と言 いますが 「とて も学生 」 と
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は言いません。この ように形容動詞 は名詞 ともちが ってお り,形 容詞 と共

通の性質 も持 っています。 「きれい」 「しず か」な どを英語 に訳す と形容詞

になるか らとい って,こ れ らを 「大 きい」 「かわいい」な どと同 じ種類 のこ

とばだ と言 うの もまちがいな ら,「きれ いだ」「きれい じゃあ りませ ん」な ど

とい うのが名詞 と同様 だか らとい ってサ これ らを 「学生」「本」な どと同 じ

種類の ことばだ と言 うの もまちがい です。 教えなければな らないのは 「大

き くない」 と言 うが 「しず かでは(ま たは じゃ)な い」 と言 い,「 大 きい人」

「きれいな人」「学生の入」 のよ うに,使 い方がちが う,と い うこ とです。

こ うい う用法のちがいを教える場合 には,

原 則5「 同 じ種類の ものをい っ しょに教 え,ち が った種類 の ものを別 に

教 える」

とい うこ とが,教 え るテ クニ ック として重要な ことのよ うに思 われ ます。

「大き くな いJ「 かわい くないJ「 お も しろ くないJの よ うに
,「_く ない」

の表現は 「_く ない」の表 現でま とめて教 え,「 きれい じゃない」「しず か

じゃない」 「学生 じゃない」「本 じゃない」 のよ うに,「_じ ゃない」 の表

現は 「… じゃないJの 表現 でま とめて教 え る,そ うしてそれぞれ を十分練

習 させ て・ もう大 丈夫 だ とい う状態 にな ってか ら,両 者 をまぜ て選ぶ練 習

をさせ る,ま た 「きれいな人」 「りっぱ な人」 の ぶ うに 「…な」 の表 現,

「学生の人
」「医者の入 」のよ うに 「…の」のつ く表現,「 大 きい人」「か わ

いい人」 の ように何 もつかない表現 を,そ れ ぞれ 別 々に 練習 させ てか ら,

あ とでまぜ る,と い うことが原則 で しょう。

3.活 用

さて,次 に活用 の問題 にはい りま しょう。 活用語 にもい ろい ろあ ります

が,ま ず 動詞 を と りあげてみまし ょう。先 に申 しま したよ うに,国 文法の

本 を見 る と,動 詞 の活用 には 「五段」 「上一段J「 下一段」 「力変」「サ変」

の 五種類 が あ ると書いてあ るのが ふつ うです。 これ をもっと整理 して言

うと,動 詞 は

(1)tabe-m(食 べ る),oki-ru(起 き る)の よ うに・語幹(国 文 法の方
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でい う 「語幹」 とはち ょっとちがいますが)がeま たはiと い う母 音で

終 わる もの

(2)kak-u(書 く),nom-u(飲 む)の よ うに,語 幹が子音 で終 わる もの

の二つ に大別 され,そ のほかに

(3)不 規 則な もの(来 る,_来 る,す る,_す る)

が あ ります。

(1)と(2)と は ・.いろい ろな活用 形において,ち がった語尾 を と ります

し,派 生語 を作 る場合に も,ち が った接尾 辞を とります。(1)に は 一ru(食

べ る),一yoo(食 べ よ う),一ro(食 べ ろ),一reba(食 べ れば)な どがつ き,

(2)に は 一u(書 く),一 〇〇(書 こう),一e(書 け),一eba(書 け ば)な どがつ き

ます。 先 ほ どの 可能 の表現 について言えば,(1)の 動 詞 には 一rare一が つ

いてtaberare一 が一つの動詞(食 べ られ る)の 語幹 とな ります し,(2)の

動 詞には 一e一がついてnome一 が 一つの動詞(飲 める)の 語幹 とな ります 。

念のため 申します が,学 習者 には こうい う理屈 をナマで教 えるわけではあ

りませ ん。 もちろん,伝 統的 な国文 法の本に書いてある ような理 屈を教え

るわけで もあ りませ ん。 一yoO,一〇〇 の活用形 を例に とって言 うと,国 文法

の本では 「う ・よう」 は未然形につ くと書かれ,「 食べ る」の未然形は 「食

べ」で,こ れに 「よう」 がつ く,「 飲 む」 の未 然形には 「飲 も」 と 「飲 ま」

とあって,「 う」 は 「飲 も」 のほ うにつ く云 々,と い うことにな っていま

す。 しか しこんな ことは,日 本語教 育にはぜんぜん関係 のない ことです。

日本語教育で必要な ことは,「 食べ よ う」 「起 きよう」 と言 うけれ ども,「飲

むよ うJと か 「飲 みよ う」 とか言わず,「 飲 も う」 とい う,と い うこ とで

す。 これが 自由に使える ように,学 習者 を導いてあげる ことが大切な ので

す。

さ らにアクセ ン トを考えに入れ るな らば,tab6-ru(食 べ る),oki-ru(起

き る),kゑk-u(書 く),n6m-u(飲 む)の よ うに,終 止形の語 幹に アクセ ン

ト(専門語で言 うと 「ア クセ ン ト核」)が あるものと,ake-ru(開 け る),ki-

ru(着 る),kas-u(貸 す),tob-u(飛 ぶ)の よ うに,終 止形の語幹に アクセ
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ン トがない もの との二種類 に分 けられ ます。 この種類 によ って,表5の よ

うに,い ろい ろの活用形や派 生語で アクセン トが互いにちが ってお り・そ
ヨ

れぞれの種類の中ではそれ が一定 してい ます。 た とえばtab6ru(食 べ る),
つ 　　ロ 　

t益beta(食 べ た),tab6nai(食 べ ない),tabesas6ru(食 べ させ る)で すが,

akeru(あ け る),aketa(あ け た),akenai(あ け ない),akesaseru(あ け さ

せ る)の ようにな っています。 目本語の先生方 の中には,日 本語において

アクセ ン トは大 して重要ではないか ら,学 習者 にアクセ ン トを教 える必要

はない,と お っしゃる方 もあ ります。 アクセ ン トを教 えない な らば,上 の

ような ことは必要 あ りませんが,も しアクセ ン トまでも教 えよ うとす るな

らば,こ のよ うに活用語を アクセ ン トによ って分 けて教え るとい うことも・

有効です。その場 合には,先 の原則5が 役 に立つで しょう。つま り、「食
　　ヨ つ 　 　 　　　 　　て

べる」「起 きる」 などと,「 あける」「ね る」 な ど,「食べ た」「起 きた」など

と 「あけた」「ね た」な どとは,ま ず別 々に教 え,そ れぞれ がす(か りでき

てか らあとでまぜ ることです・ ただ し,活 用形や派生語 によっては,こ の
ヨ 　　　　て

二種類 の区別のない もの もあ ります。 た とえば,「 食 べよ う」 「起 きよ う」
　　　　て ヨ

などと 「あけよ う」「ね よ う」な どとは,(文 末に用い られてい るか ぎ り)区
　　　　つ 　　　　つ ヨ 　つ

別があ りません。 「食 べますJ「 起 きます」「あけます」 「ね ます」 な どの

「_ま す」の形も同様 です。 この ように,区 別がない ものは,も ちろんい っ

しょに扱 ってよい のです。

次に形容詞 をと りあげてみま しょう。形容詞 には活用の種類 があるで し

ょうか。``「ク活用」と 「シ ク活用」 がある,「大 きい」は 「ク活 用」で 「美

しい」は 「シ ク活用」 だ"と 言 う人が あ ります。"だ か ら,「 ク活用」 と

「シク活用」 とは分けて教えるべきである"と,あ る先生 が言われ ま した。

実はこの区別 は文語 の形容詞の区別なのです。現代語には形容詞の こうい

った区別はないのです。原則3を も う一度思い出 して ください。 「現代語

は現代語 自体 の構造 を持 ってい る」一 これ はとて も大切 な ことです。

さて,形 容詞には,動 詞に見 られ たよ うな活用 の種類はあ りませ んが,ア

クセ ン トを考慮に入れ ると,こ こで も,終 止形 の語幹にア ク雪 ン ト(専門語
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で言うと 「アクセント核」)があるものとないものとの二種類に分けられま

す。そして,そ の種類によって,い ろいろな活用形や派生語などのアクセ
う

ン トがちが って きます。1た とえば,wakゑi(わ か い)〔 若 い〕 とakai(あ
　 　　コ リ

か い)〔 赤 い 〕 を 比 べ る と,w甑akatta(わ か か っ た),w蝕aku(わ か く),

つ つ ヨ
w直kakereba(わ か け れ ば),w乏kasa(わ か さ),ak甑atta(あ か か っ た),

　 ロ ヨ
akaku(あ か く),ak飯ereba(あ か ければ),akasa(あ 万 ぎ)の ように,ア

クセ ン トが ちがい ます。 もし 学習者 にア クセ ン トまで も 教え るのな らば,

こ のよ うに・ アクセ ン トに よって形容詞 を二種類に分 けて教 えることも効

果的で しょう。

〔IV〕 文法教育上の五つの原則

いろい ろとま とま りのないお話 をいた しま したが,目 本語の文法を教え

る場合の五つの原則 を,も う一度あげてみま し ょう。

1・ 理論や学説を教 えるのではな く,日 本 語その ものを教える。

これ は文 法教 育の意義 と して重 要です。

2・ 日本 語は 目本語 自体 の構造 を持 っている。

3,現 代語 は現代語 自体の構造 を持 っている。

この二つ は,あ らゆる言語の研 究者,学 習者,教 育者 に とって,基 本的

な,と て も大切 なことです。文法ば か りでな く,発 音や語彙 をと り扱 う場

合 にも忘れ ては ならない ことです。

4・ 形 だけを教えて も意味がない。用法 を身につけ させ るように。

5。 同 じ種類の ものをい っしょに教え,ち が った種類の もの を別に教え

る。

この二つは,つ け足 しです が,教 える際のテ クFッ クとして重 要です。
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動 詞 の 活 用



(表5)

動 詞 の 活 用(11)

語尾・接尾辞など(輸2曝 幾 難 の)

段 五 段

ア クセ ン トの

あ る も の

ア ク セ ン トの

ない もの

アクセン トの

あるもの
ア ク セ ン トの
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